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TSUBAME4.0の利用概要

TSUBAME4.0 利用者

TSUBAME4.0

TSUBAME ポータル

SSHによるログイン
（公開鍵方式）

Webブラウザ
によるアクセス

公開鍵の設定と
利用状況の確認

TSUBAMEログイン方法
https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/handbook.ja/start/#login



TSUBAME4.0の利用開始手順

TSUBAME4.0利用者

TSUBAME4.0

利用開始

TSUBAMEポータル
公開鍵の登録

3) SSHによるログイン
（公開鍵方式）

ジョブの状況確認
ノード予約の設定

2) Webブラウザでアク
セスし公開鍵を登録。

1) TSUBAMEポータル
にアクセスしメール送信



TSUBAME4.0の利用開始手順

TSUBAME4.0

利用開始

TSUBAMEポータル
公開鍵の登録

3) SSHによるログイン
（公開鍵方式）

ジョブの状況確認
ノード予約の設定
Webサービス利用

2) Webブラウザでアク
セスし公開鍵を登録。

1) TSUBAMEポータル
にアクセスしメール送信

TSUBAME4.0 利用者
ssh クライアント

ssh-keygen (ecdsa)

id_ecdsa (秘密鍵）
id_ecdsa.pub (公開鍵)

鍵のパスフレーズ
(≠ ログインパスワード)

OpenSSH 形式のもの

id_ecdsa.pub ~/.ssh/authoraized_keys

パーミッション 600



TSUBAMEポータルページへのアクセス

をクリック→ メールが届く →

TSUBAMEポータルページにアクセスします。
https://portal.t4.gsic.titech.ac.jp/ptl/
TSUBAMEログイン名 に 自分のTSUBAMEアカウントを
入力し [メールの送信] をクリックします。 例： [ux01234]

あらかじめ登録されたメールアドレスに URL が送られます。
メールで送られてきた URL をブラウザでアクセスすることで
TSUBAMEポータルページにアクセスできます。一度だけ有効

※一部のメーラーでは URL が正しく解釈されない場合があります。
ご注意ください。 https://www.t4.cii.isct.ac.jp/node/203#portal



TSUBAMEポータルページのトップ

初めにすること
１ SSH公開鍵登録 にて

SSH公開鍵をアップロード
２ パスワード設定 にて

linuxパスワードを設定

利用可能な項目
○ ジョブ一覧（ジョブの確認）
○ 予約ノード一覧 （予約状況を確認）
○ 利用者情報表示（登録情報の確認）

利用しない項目
◼ 支払コード管理
◼ 予算コード承認依頼
◼ 所属グループ管理

◼ グループ作成



トップページ ＞

SSH公開鍵登録
・ TSUBAME4.0 への SSH接続は

公開鍵認証のみとなります。従って
SSH公開鍵アップロードが必要です。
・ 公開鍵を作成し、TSUBAMEポー
タルページからアップロードします。
・ アップロードした公開鍵は
~/.ssh/authorized_keys ファイルの
末尾に追加されます。
・ ssh-keygen で作成した場合は、
ファイル id_ecdsa.pub の内容を
アップロードします。
・ .ssh ディレクトリは、コマンド + SHIFT 
+ “.” で見えるようになります (Mac)。

TSUBAMEポータル利用の手引き を参照してください
https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/portal.ja/prepare/#ssh_key

公開鍵の作成法 https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/faq.ja/general/#keypair

Windowsで利用可能な SSHクライアント (WSL2, MobaXterm 推奨)
https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/faq.ja/general/#sshclients_win

作成したSSH公開鍵のテキストを、
この欄にコピペした場合は [追加] を。
参照から id_ecdsa.pub ファイルを選択
した場合は [アップロード] をクリック。



トップページ ＞

パスワード設定

TSUBAMEのパスワードを設定します。
（TSUBAMEのコマンドラインでは変更できません）

注）TSUBAMEポータルのパスワードは
TSUBAME のログインパスワードです。
ssh ログインで用いるパスフレーズとは異なります。

※パスワードを忘れた場合は再度メールを送信して設定します。



トップページ ＞

ジョブ一覧

TSUBAMEで実行したジョブの一覧を表示します。

グループでのジョブを検索する場合は
資源 ☑ 共有 □ 予約
投入 〇 利用者 ◎ グループ のみ選択し
[検索] をクリックします。

終了したジョブの一覧が表示されます。
表示されたエリアをすべてコピー＆ペースト
することでエクセル等に取り込むことが可能です。



トップページ ＞

予約ノード 一覧

TSUBAMEで予約したジョブの一覧を表示します。
予約は [所属グループ管理] の画面から行います。

9. 計算ノードの予約
「所属グループ管理」 → グループの「詳細表示」

→ 利用オプション ノード予約「設定」→画面下部のノード予約にて操作。
https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/portal.ja/node_reservation/

※ 4月～9月の予約係数は 1.25 倍（繁忙期は 2.50 倍) 14日前～1日前
※ 10月以降（繁忙期）の最大予約可能ノード数は 20 ノードに加え、

定額制用の５０ノードのうち利用されていないノード数の合計となります。
各種資源制限値 https://www.t4.cii.isct.ac.jp/resource-limit

※予約状況は t4-user-info compute ars コマンドにて表示されます。
https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/handbook.ja/jobs/#reservation



Tera Term による公開鍵・秘密鍵の作成の例

１．Tera Term を起動します。（例：スタートメニュー → [すべてのプログラム] → [Tera Term] を選択）
２．[新しい接続] 画面で [キャンセル] を選択します。

公開鍵・秘密鍵の作成 (Tera Term)

３．[設定] のメニューから [SSH鍵生成(N)] を選択し、鍵生成の画面を表示させます。



４．[TTSSH: 鍵生成] の画面で [生成(G)] を選択し鍵を生成します。

公開鍵・秘密鍵の作成

５．鍵のパスフレーズを設定し、公開鍵および秘密鍵を保存します。

上下に同じパスフレーズを入力する

Desktop等任意のフォルダに保存する
（id_ecdsa.pub および id_ecdsa )

公開鍵として ECDSA を選択する



MobaXterm にて ssh-keygen を行った例 ： -t ecdsa として鍵ペアを作成

MobaXterm による作成

← ssh-keygen –t ecdsa と入力する
← リターンする（デフォルトのディレクトリ）
← パスフレーズをつける
← 同じものを２回入力する
（５文字以上の任意の文字列）
注）パスフレーズは表示されません

SSHの秘密鍵についてはパスフレーズで
保護するとともに厳重に管理し、
他人に使われることのないようにします。
本人以外の公開鍵を登録した場合、
アカウントの不正利用とみなされ
アカウントの利用が停止されます。



MobaXterm にて login した例 ： ssh <ログイン名>@login.t4.gsic.titech.ac.jp (-YC)

MobaXterm によるログイン

← 最初のログイン時のみ yes と入力
← パスフレーズを入力する
注）パスフレーズは表示されません

login1 にログインした状態



Windows 11 で OpenSSH を利用する

公開鍵の設定
Windows 11 では OpenSSH クライアントが利用可能です。

← ssh-keygen –t ecdsa と入力する
← リターンする（デフォルトのディレクトリ）
← パスフレーズをつける
← 同じものを２回入力する
（５文字以上の任意の文字列）
注）パスフレーズは表示されません



Windows 11 で WSL2, WSLg を利用する

TSUBAMEへのログイン
Windows 11 の WSL2 では WSLg により X11 がサポートされます。

← wsl を起動し –YC をつけて TSUBAME に ssh ログイン



「みんなのスパコン」から「もっとみんなのスパコン」へ

Open OnDemand の利用 ～拡がるスパコン（計算資源）の利用法への対応～

SSH 公開鍵を設定しなくても
TSUBAME4.0が利用可能にTSUBAME 計算ノード

User

Web経由で計算ノード上の
Jupyter Lab等に直接アクセス

スマホでもok

TSUBAME3.0では
Webインタフェースを独自実装

TSUBAME4.0では
Open OnDemand を導入・提供

利用分野の拡大：データサイエンス、AI分野
新たな利用方法：ウェブブラウザでの利用

インタラクティブ利用(対話的利用）

旧来の利用分野：仮想実験、シミュレーション分野
旧来の利用方法：コマンドラインベース
ジョブスケジューラ (固定的な計算資源割当)

https://ood.t4.gsic.titech.ac.jp/

Username と Password に、ログイン名 と TSUBAMEパスワードを入力し Sign In する。
メールで送られた Access code をコピペして Submit すると、ダッシュボードが表示される。

Webブラウザで操作

WebブラウザからTSUBAME
を直接インタラクティブ利用



Open OnDemand を利用する
画面中央下のPinned Apps から、利用したいアプリのアイコンをクリックする。

詳細は次のURLを参照してください。 https://www.t4.cii.isct.ac.jp/docs/ood/

Pinned Apps
インタラクティブジョブ専用キュー
【node_o 相当を最大12人で共有】
もしくは、通常の計算ノード を指定。

TSUBAME4.0のOpen OnDemandでは
３つの Interactive Apps が利用可能。

・code server

・Desktop (xfce)

・Jupyter

Clusters > TSUBAME cluster Shell Access

で TSUBAME にターミナルでログインできる。

ブラウザを閉じる前にメニューバーの Log Out を押して Open OnDemand を終了する。


